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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 7日 (2006.7.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｃ ： ０ ． ０ １ ～ ０ ． ３ ０ ％ (質 量 ％ の 意 味 、 以 下 同 じ )、 Ｓ ｉ ： ０ ． ０ １ ～ １ ． ５ ０ ％ 、
Ｍ ｎ ： ０ ． ０ １ ～ ２ ． ０ ％ 、 Ａ ｌ ： ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． １ ０ ％ を 夫 々 含 有 す る 他 、 Ｃ ｏ ： ０
． ０ １ ～ ５ ． ０ ０ ％ お よ び Ｍ ｇ ： ０ ． ０ ０ ０ ５ ～ ０ ． ０ ２ ０ ％ を 含 有 し 、 残 部 が Ｆ ｅ お よ
び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な

こ と を 特 徴 と す る 耐 食 性 に 優 れ た 船 舶 用 鋼 材
。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 に 、 Ｃ ｕ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ％ 、 Ｃ ｒ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ％ 、 Ｎ ｉ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ．
０ ％ お よ び Ｔ ｉ ： ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． ２ ０ ％ よ り な る 群 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 を 含 有 す る 請
求 項 に 記 載 の 船 舶 用 鋼 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 更 に 、 Ｃ ａ ： ０ ． ０ ０ ０ ５ ～ ０ ． ０ ２ ０ ％ を 含 有 す る 請 求 項 に 記 載 の 船 舶 用
鋼 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 更 に 、 Ｍ ｏ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ％ お よ び ／ ま た は Ｗ ： ０ ． ０ １ ～ ２ ． ０ ％ を 含 有 す る 請
求 項 の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 鋼 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 更 に 、 Ｂ ： ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ０ １ ０ ％ 、 Ｖ ： ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ０ ％ お よ び Ｎ ｂ ： ０ ．
０ ０ ３ ～ ０ ． ５ ０ ％ よ り な る 群 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 を 含 有 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か
に 記 載 の 船 舶 用 鋼 材 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更

り 、 且 つ Ｃ ｏ の 含 有 量 ［ Ｃ ｏ ］ と Ｍ ｇ の 含 有 量 ［ Ｍ ｇ ］ の 比 の 値
（ ［ Ｃ ｏ ］ ／ ［ Ｍ ｇ ］ ） が ２ ～ ３ ５ ０ で あ る

１

１ ま た は ２

１ ～ ３



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 よ り 厳 し い 腐 食 環 境 下 で の 耐 食 性 に つ い て は 依 然 と し て 十 分 な も の と は
い え ず 、 更 な る 耐 食 性 向 上 が 要 求 さ れ る こ と に な る 。 特 に 、 異 物 と 鋼 材 と の 接 触 部 分 、 構
造 的 な 理 由 や 防 食 塗 膜 の 損 傷 部 分 等 で 形 成 さ れ る 「 す き ま 」 部 分 に お け る 腐 食 （ い わ ゆ る
す き ま 腐 食 ） が 顕 著 に な り 、 寿 命 を 低 下 さ せ る 場 合 が あ る が 、 こ れ ま で 提 案 さ れ て い る 技
術 で は こ う し た 部 分 に お け る 耐 食 性 が 不 十 分 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ３ ８ １ 号 公 報 　 特 許 請 求 の 範 囲 等
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ６ ０ ５ ２ 号 公 報 　 特 許 請 求 の 範 囲 等
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 様 な 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 塗 装 や 電 気 防
食 を 施 さ な く て も 実 用 化 で き る 耐 食 性 に 優 れ た 船 舶 用 鋼 材 、 特 に す き ま 腐 食 に 対 す る 耐 久
性 の 向 上 を 図 る と 共 に 、 海 水 に 起 因 す る 塩 分 付 着 と 湿 潤 環 境 に よ る 腐 食 に 対 し て も 優 れ た
耐 久 性 を 発 揮 す る 船 舶 用 鋼 材 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る こ と の で き た 本 発 明 の 船 舶 用 鋼 材 と は 、 Ｃ ： ０ ． ０ １ ～ ０ ． ３ ０ ％
(質 量 ％ の 意 味 、 以 下 同 じ )、 Ｓ ｉ ： ０ ． ０ １ ～ １ ． ５ ０ ％ 、 Ｍ ｎ ： ０ ． ０ １ ～ ２ ． ０ ％ 、
Ａ ｌ ： ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． １ ０ ％ を 夫 々 含 有 す る 他 、 Ｃ ｏ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ０ ％ お よ び Ｍ
ｇ ： ０ ． ０ ０ ０ ５ ～ ０ ． ０ ２ ０ ％ を 含 有 し 、 残 部 が Ｆ ｅ お よ び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な り 、
且 つ Ｃ ｏ の 含 有 量 ［ Ｃ ｏ ］ と Ｍ ｇ の 含 有 量 ［ Ｍ ｇ ］ の 比 の 値 （ ［ Ｃ ｏ ］ ／ ［ Ｍ ｇ ］ ） が ２
～ ３ ５ ０ で あ る 点 に 要 旨 を 有 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 の 船 舶 用 鋼 材 に お い て は 、 必 要 に よ っ て 、 （ １ ） Ｃ ｕ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ％
、 Ｃ ｒ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ％ 、 Ｎ ｉ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ％ お よ び Ｔ ｉ ： ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ．
２ ０ ％ よ り な る 群 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 、 （ ２ ） Ｃ ａ ： ０ ． ０ ０ ０ ５ ～ ０ ． ０ ２ ０ ％ 、 （
３ ） Ｍ ｏ ： ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ％ お よ び ／ ま た は Ｗ ： ０ ． ０ １ ～ ２ ． ０ ％ 、 （ ４ ） Ｂ ： ０ ．
０ ０ ０ １ ～ ０ ． ０ １ ０ ％ 、 Ｖ ： ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ０ ％ お よ び Ｎ ｂ ： ０ ． ０ ０ ３ ～ ０ ． ５ ０
％ よ り な る 群 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 、 等 を 含 有 さ せ る こ と も 有 効 で あ り 、 含 有 さ せ る 成 分
の 種 類 に 応 じ て 船 舶 用 鋼 材 の 特 性 が 更 に 改 善 さ れ る こ と に な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 本 発 明 に お い て は 、 所 定 量 の Ｃ ｏ と Ｍ ｇ を 併 用 さ せ て 含 有 さ せ る と 共 に 、 化 学 成 分 組 成
を 適 切 に 調 整 す る こ と に よ っ て 、 塗 装 お よ び 電 気 防 食 を 施 さ な く て も 実 用 化 で き る 耐 食 性
に 優 れ た 船 舶 用 鋼 材 が 実 現 で き 、 特 に す き ま 腐 食 に 対 す る 耐 久 性 の 向 上 を 図 る と 共 に 、 海
水 に 起 因 す る 塩 分 付 着 と 湿 潤 環 境 に よ る 腐 食 に 対 し て も 優 れ た 耐 久 性 を 発 揮 す る 船 舶 用 鋼
材 が 実 現 で き た 。 こ う し た 船 舶 用 鋼 材 は 、 原 油 タ ン カ ー 、 貨 物 船 、 貨 客 船 、 客 船 、 軍 艦 等
の 船 舶 に お け る 外 板 、 バ ラ ス ト タ ン ク 、 原 油 タ ン ク 等 の 素 材 と し て 有 用 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 を 重 ね た 。 そ の 結 果 、 所 定 量 の Ｃ ｏ
と Ｍ ｇ を 併 用 さ せ て 含 有 さ せ る と 共 に 、 化 学 成 分 組 成 を 適 切 に 調 整 す れ ば 、 上 記 課 題 を 解
決 す る こ と の で き る 船 舶 用 鋼 材 が 実 現 で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 船 舶 用 鋼 材 は 、 基 本 的 に は 塗 装 を 施 さ な く て も 鋼 材 自 体 が 優 れ た 耐 食 性 を 発 揮
す る も の で あ る が 、 必 要 に よ っ て 、 後 記 実 施 例 に 示 す タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 、 或 は そ れ
以 外 の 代 表 さ れ る 重 防 食 塗 装 、 ジ ン ク リ ッ チ ペ イ ン ト 、 シ ョ ッ プ プ ラ イ マ ー 、 電 気 防 食 な
ど の 他 の 防 食 方 法 と 併 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ う し た 防 食 塗 装 を 施 し た 場 合 に は 、 後
記 実 施 例 に 示 す よ う に 塗 装 膜 自 体 の 耐 食 性 （ 塗 装 耐 食 性 ） も 良 好 な も の と な る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ に 対 し て 、 Ｃ ｏ お よ び Ｍ ｇ を 併 用 し て 適 性 量 含 有 さ せ た も の （ Ｎ ｏ ． ６ ～ ３ ９ ） は
こ れ ら の 元 素 の 添 加 に よ る 相 乗 効 果 で い ず れ の 耐 食 性 も 従 来 鋼 （ Ｎ ｏ ． １ ） よ り 優 れ て お
り 、 船 舶 用 鋼 材 と し て 好 ま し い こ と が わ か る 。 特 に 、 Ｃ ｏ お よ び Ｍ ｇ の 併 用 に 加 え て 、 更
に Ｃ ｕ ， Ｃ ｒ ， Ｎ ｉ ， Ｔ ｉ ， Ｃ ａ ， Ｍ ｏ お よ び Ｗ 等 の 耐 食 性 向 上 元 素 を 含 有 さ せ る こ と に
よ っ て 、 鋼 材 の 耐 食 性 が 更 に 向 上 し て い る こ と が 分 か る 。
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